
SKYSEA Client View専用機
「APX-SCVF2D」のご紹介

本資料に記載の内容は変更になる場合があります。 2018.3.1 
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株式会社アイ・オー・データ機器様は、Ｓｋｙ株式会社が提供する情報漏洩対策ソフトウェ

ア「SKYSEA Client View」を株式会社アイ・オー・データ機器様製アプライアンスプラット

フォーム装置「APX-Z2WFDシリーズ」に加えたパッケージ化モデルの生産・販売をいたします。

高額で管理運用に手間のかかるサーバー機の導入が不要となり、小規模な組織でも情報漏

洩対策を行うことが容易になります。

SKYSEA Client View専用機とは

情報漏洩対策・IT資産運用をオールインワンで実現
導入コストと運用負荷を軽減した

「SKYSEA Client View」パッケージモデル
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SKYSEA Client View専用機でできること

株式会社アイ・オー・データ機器様
SKYSEA Client View専用機

「APX-SCVF2D」
社内・組織内ネットワーク

操作ログを収集し、
利用実態を把握

クライアントPCや
USBメモリを適切に
制限、管理を実現

Log 
Log 

SKYSEA Client Viewがインストール済みなので、
すぐに資産管理、ログ収集が行えます！
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SKYSEA Client View専用機の特長

SKYSEA Client View
インストール済みで

低コスト化を実現!

SKYSEA Client View専用機に
SKYSEA Client Viewをインストール
して出荷されますので、サーバー機の設
置や情報漏洩対策ソフトウェアの導入
コストを軽減し、低コスト化を実現致し
ました。

簡易な操作性
インターネットに
接続できない環境
でも利用可能

「SKYSEA Client View」は多くの
情報漏洩対策ソフトウェアに比べてシ
ンプルに整理されており、直感的に操
作が可能です。

SKYSEA Client Viewはインターネッ
トへの接続は不要で、組織内に設置
したSKYSEA Client View専用機
に操作ログ等が蓄積されますので、組
織の情報取り扱い規定に沿ったデータ
保管が可能となります。
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 Windows 10 IoT Enterprise による制限のため、

ご利用いただけるSKYSEA Client Viewのクライアント数は20台までです。

• 不許可端末遮断
• サーバー監査
• データベースログ収集
• 申請・承認ワークフローシステム

• 省電力支援機能
• ソフトウェア配布機能
• Windows更新プログラム配布実行
• 印刷物取り忘れ機能
• ログ解析レポート など

※詳細は別資料の機能一覧をご覧下さい

 Windows 10 IoT Enterprise による制限のため、購入できないオプション

ご利用時の制限事項

 Windows 10 IoT Enterprise による制限のため、ご利用いただけない機能
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「APX-SCVF2D」のスペック

スペック

CPU Intel Celeron Processor（1.60GHz Quad Core）

メモリー 4.0GB

HDDサイズ 1TB×2（ミラーリング）

RAID
RAID 1／0対応（出荷時はRAID 1）
故障カートリッジのホットスワップに対応

OS Windows 10 IoT Enterprise LTSB

外形寸法
約102（W）×217（D）×154（H）mm
※ゴム足含む、突起部除く

保証期間 HDD を含めて3年間のセンドバック保証付き

ネットワークアプライアンスとして運用や使い勝手、
セキュリティに配慮した設計

Windows 10 IoT Enterprise LTSBモデルを搭載しているため、従来のソフトウェア資産を有効活用できることに加え
（※）、ユーザーアクションに起因する障害を抑制するための各種Lockdown機能が利用できます。また、OSの機能が追
加・変更されないため、長期的なサービス提供を目的とした利用に最適です。
Intel Celeronクアッドコアプロセッサーを採用し、長時間稼働でも消費電力を抑えたい場合におすすめです。
セキュリティ対策として、ハードディスクのロックやセキュリティスロットがついています。

「APX-SCVF2D」

ミラーリング対応
RAID1に標準で対応し、アプリ
ケーションやデータもすべてミラーリ
ングできます。

高信頼性
24時間365日稼動可能な高信
頼・高耐久設計。LAN DISK Z
シリーズとして導入実績も豊富です。

低消費電力 PCサーバーに比べて大幅な省電
力を実現しています。

※アプリケーションの動作確認はお客さまにて実施していただく必要がございます
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「APX-SCVF2D」の購入方法

株式会社アイ・オー・データ機器様
SKYSEA Client View専用機
「APX-SCVF2D」

１．株式会社アイ・オー・データ機器様より、
「APX-SCVF2D」をご購入下さい。

２．ご販売店様より、SKYSEA Client View
のソフトウェアパッケージをご購入下さい。

SKYSEA Client Viewの納品物に、
「シリアル番号」と「パスワード」を記載し
たライセンスシートがふくまれています。

SKYSEA Client Viewのライセンスシートにある「シリアル番号」と「パスワード」にて、
「APX-SCVF2D」利用のための初期設定を行ってください。
手順書は「APX-SCVF2D」の納品物に含まれています。

３．

※初期設定はIPアドレスの設定や「シリアル番号」と「パスワード」の更新、
SKYSEA Client Viewの管理機、端末機のインストールなどです。

ご販売店様、
ユーザー様

※株式会社アイ・オー・データ機器様のSKYSEA Client View専用機をご購入される際の型番は「APX-SCVF2D」となります。
（本型番で株式会社アイ・オー・データ機器様にご発注いただければ、SKYSEA Client View がインストールされた形で納品いたします。）
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 本資料に記載の「APX-SCVF2D」使用時のSKYSEA Client View機能一覧で「機能あり」と記載されて
いる機能以外は、Windows 10 IoT Enterpriseによる制限ため、ご利用いただくことはできません。

 弊社サポート窓口にお問い合わせいただいた場合に、動作対象外環境での利用や、ライセンス条項に反する
使い方であることが判明した場合には、弊社はサポートサービスを終了させていただくことがあります。

 ご利用いただけるSKYSEA Client Viewのクライアント数は20台までです。

 SKYSEA Client Viewでご利用いただけるオプションは「画面操作録画」、「個別画面操作録画」、「送信
メールログ」、「リモート操作」、「ITセキュリティ対策強化※1」、「取り扱いファイル暗号化※2」のみとなります。

 オプションの「送信メールログ」、「画面操作録画」、「個別画面操作録画」については、ログ容量が多い場合
には、負荷が高くなり、ソフトウェアの動作に時間が掛かる場合があります。ただし、ログの容量については、お
客様のクライアントの利用状況により大きく変動致します。そのため、Ｓｋｙ株式会社は、これらの機能につ
いては利用を推奨致しません。

 部署情報付きインストーラーの作成はインストール後に部署を移動するか、アンケートの部署設定により、部
署の設定を行って下さい。

 管理機はクライアントPCで使用してください。

「APX-SCVF2D」使用時の留意事項

※1 「標的型攻撃対策ログ収集」オプションから、「ITセキュリティ対策強化」オプションへと名称が変更いたしました。
※2 「持ち出しファイル簡易暗号化」オプションから、「取り扱いファイル暗号化」オプションへと名称が変更いたしました。
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Q＆A（1）

 ライセンスはどこから購入したら良いですか？
– Ｓｋｙ株式会社より購入してください。

 保守サービスは受けられますか？
– ベースとなっているプラットフォーム「APX-Z2WFDシリーズ」として保守適用が可能です。
★ ハードウェア保守サービスとなります。

– ソフトウェアならびにシステムとしての保守サービスについてはＳｋｙ株式会社にお問い合わせください。

 操作がわからない時は？
– Ｓｋｙ株式会社にてサポート対応を行います。

 他のアプリケーションと共存できますか？
– 本装置はSKYSEA Client View 専用機となります。

SKYSEA Client View 単独でご利用ください。

 「APX-SCVF2D」について、モニターやキーボード・マウスを常時接続して
運用することは可能ですか？
– はい、OS ライセンス上も問題ありません。
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Q＆A（2）

 「APX-SCVF2D」が故障したら？

– ベースとなっているプラットフォーム「APX-Z2WFDシリーズ」として株式会社アイ・オー・データ機器様

の保守適用が可能ですので、ハードウェア交換をいたします。

– 装置のハードディスク1台が故障した場合
電源が投入されたままで故障ハードディスクの交換が可能です。
タスクトレーから ZWS Manager をクリックし、HDD アンプラグ → 当該ディスクを選択して 『アンプラグ』 ボタンをクリッ
クして、当該ハードディスクを取り外します。その後、新しいハードディスクを取り付けると自動的に RAID の再構築作業
を行います。詳しくは、本体に添付されている 『LAN DISK 管理マニュアル』 をご参照ください。

– 装置のハードディスクが2台とも故障した場合
電源をOFF にし、2台ともハードディスクを新しいものに交換いたします。
製品添付のDVDをご用意いただき、DVDから起動することでSKYSEA Client Viewがインストールされた工場出荷
時に戻すことが可能です。

その他装置のハードウェアに問題があることが明確な場合は株式会社アイ・オー・データ機器様の
修理窓口へお問い合わせください。
ソフトウェアあるいはどちらに問題があるかわからない場合は、Ｓｋｙ株式会社のサポートへ
お問い合わせください。
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Q＆A（3）

• 「APX-SCVF2D」をリカバリーした場合、どこまで戻りますか？
–製品添付のDVDでリカバリーを実施すると、SKYSEA Client Viewがインストールされた工場出荷
時まで戻ります。
また、株式会社アイ・オー・データ機器様のIOPortalからも最新のリカバリーイメージがダウンロードいた
だけますので、2層DVDに焼いてからご利用ください。

★ 本リカバリー手順は株式会社アイ・オー・データ機器様にてサポートいたします。
–リカバリー処理を実行すると、記録されているすべてのデータが失われますので、ご注意ください。



13

MEMO



●SKYSEA およびSKYSEA Client View は、Ｓｋｙ株式会社の登録商標です。●その他記載されている会社名、商品名は、各社の登録商標または商標です。●本文中に記載されている事項の一部または全部を複
写、改変、転載することは、いかなる理由、形態を問わず禁じます。●本文中に記載されている事項は予告なく変更することがあります。


